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News 

六甲山マラソン開催 
 

１２月１５日（土）第３６回六甲山マ

ラソンが開催された。当研究室か

らは橋本助教、宮本（M2）、上田、

谷（M1）が参加し、寒風吹きすさ

む中、２０km を駆け抜けた。４人

とも見事完走し、橋本助教は１時

間４７分で８位、以下、宮本（２時

間１３分・２３位）、上田（１時間５４

分・１３位）、谷（２時間５７分・２９

位）となった。マラソン終了後は、

表彰式のお酒で気分が良くなり、

その後さらに街にくりだした。 

六甲マラソン初参加、谷のコメン

ト。 

 

「そこに山があるから ジョージ・

マロリー」 

確信犯的寝坊（ｂｙ浅川大地さん）

によって涙を飲んだあの日から一

年、なんとか３時間ギリギリで完

走することができました。迷子に

なりかけていたところを迎えに来

てくれた橋本先生、ゴールで暖か

く迎えてくれた上田君、「持久走が

早い人は足が速いのではなく我

慢強いんだよ」という名言で励ま

してくれた宮本さん、どうもありが

とうございました。未だ右ひざに

湿布を貼っている状態ですが、来

年も絶対参加しようと思います。 

             M1 谷 芳能 

 

 
出走前で気合十分な食品メンバー。

左から宮本（M2）、上田、谷（M1）、

橋本助教。 

 

 

生物機能化学実験Ⅱ 
 

生物機能化学実験Ⅱ（１２月１１

日-２１日）を当研究室が担当した。

本年度はサツマイモおよび紫芋

の葉と蔓の抽出物を用意し、これ

らの摂取が肝臓の薬物代謝酵素

におよぼす影響について実験を

行なった。 

特に、今年度は３回生が飼育から

解剖まで一人一匹（マウス）を担

当し、動物実験についての正しい

知識と技術を見につけることを目

標に行なわれた。 

 
学生にマウスの保定の方法を教え

る的場（B4・右）。 

 

実験を補助した学生実験のまと

め役、田中（M1）から一言。 

 

学生実験は本当に大変な毎日

でした。でも３年生が毎日一生懸

命頑張っているのが印象的でした。

経口投与ができるまで、涙しなが

ら頑張っている子、解剖の時も涙

をためながらも一生懸命自分の

担当のマウスを最後まで解剖し

ている子など・・・。 

私自身がこの学生実験の経験

がないため、準備不足や不手際

が多く迷惑をおかけしましたが、

一緒に頑張ってくれた B4、M1 の

みんなと、手伝ってくださった先輩

方に感謝の気持ちでいっぱいで

す。 

          田中 麻貴（M1） 

 

 

 

 

塩谷文章博士講演会開催！ 
 

塩谷文章博士（02 年博）がアメリ

カ・ボストンから一時帰国し、１２

月１１日（火）に農学部で講演

「Sensing of DNA damage by the 

master checkpoint kinase ATM

（応用生命化学専攻主催、六篠

会後）」を行った。講演終了後に

は、学生時代からの馴染みの深

い「道」にて懇親会が行なわれ、

大学からは水野教授、鶴田准教

授、鈴木（武）助教、橋本助教、大

井（D3）、尾崎、横山（M2）、上田

（M1）、東（B4）が参加。研究室

OB では、グリコ軍団の柳谷夫妻

と古屋敷さん、小林製薬の小林さ

んが参加した。 

その後、塩谷博士は、神戸から東

京へ移動し、恩師である芦田教授

（生物機能開発化学研究室）と酒

を交わした。 

 
一時帰国＠東京でのひとこま。スラ

イドショーで愛娘・真生ちゃんの写

真を披露する塩谷博士（中央）。説

明に聞き入る芦田教授(左)と木根

原氏（開発化学 D3・右）。 

 

農芸化学会関西支部例会 

in 神戸大学 
 

第４５２回農芸化学会関西支部例

会が１２月８日（土）、神戸大学百

年記念会館で行われた。幹事校

として前日・当日の会場準備を行

った。学会の裏方を担当する貴重

な機会となった。当研究室からは

横山(M2)が参加し、口頭発表を

行った。 

 



研究室忘年会 
 

本年度の疲れを吹き飛ばし、来

年度への英気を養うべく食品・栄

養化学研究室忘年会が１２月２７

日（木）に開かれた。研究室メン

バーがそれぞれに楽しむ中、大

井（D3）は会場にて博士論文を作

成。博士３年のあるべき姿を後輩

に示した。 

 
お酒も頂きほろ酔い気分の金沢教

授（右・中央）。 

 

OG・OB 忘年会開催 
 

今年を締めくくり、旧友を暖める

べく１２月２９日（土）に OG・OB 忘

年会が三ノ宮で開催された。多数

の OG・OB の方々に参加して頂く

ことが出来た。本研究室からは橋

本助教、上田、谷、中林、吉村、

前田（M1）が参加。OG・OB は、野

中さん、柳谷さん、寺嶋さん、中

川さん、永安さん、小土井さん、

伊藤（千）さんが参加、中川さん

のおめでたい話も飛び出し、大い

に盛り上がった。その後、夕暮れ

を過ぎても宴会は続き、３次会は

阪急六甲の「道」という野中さんお

薦めのパターンとなった。 

 
おいしい料理を頂きながら談笑す

る参加者。 

 

参加してくださった OG・OB の皆

様ありがとうございました！！ 

 

 

ご結婚 

おめでとうございます！ 
 

佐野貴士さん(01 年修)が１２月

１日（土）に東京・麻布セン

ト・メアリー教会にて挙式、ロ

ウリーズ・ザ・プライムリブ東

京にて披露宴を開催されました。 

 

 
佐野貴士さんと理恵さん(中央）

 

 

青木由希子さん（03 年学士）

と森敦美さん（05 年修）から

も報告をいただきました。幸せ

いっぱいの青木さんからのコメ

ント。 

 

2007 年 6 月 8 日に入籍し、9

月 15 日に親族のみで結婚式を

挙げました。皆様への連絡が遅

くなりましたことをお詫び申し

上げます。これからは「夫婦二

人三脚」で頑張りますので、ど

うか今後ともよろしくお願い致

します。 

竹谷（旧姓青木）由葵子 

 

 
 

 

森さんは１０月１３日（土）に、京都

の知恩院にて挙式、左阿彌にて披

露宴を開催されました。お相手

は同じ会社の方だそう。

 
知恩院にて。お幸せに！ 

 

皆さん末永くお幸せに！また研究

室にも遊びに来てください！！ 

 

論文・学会報告 

○横山明幸, 橋本堂史, 金沢和樹

「食事フラボノイドの小腸細胞吸

収時の抱合反応拮抗について」

第４５２回日本農芸化学会関西支

部例会、１２月８日（神戸）、大会

要旨集 p.7 

 

編集後記 

気がつけば神戸大学院に入学し

てはや 8 ヶ月、今年は 2 回目の

年男・・・月日が経つのは早いで

すが置いて行かれることの無いよ

うがんばりたいと思います。今年

も研究室一同どうか宜しくお願い

します。 

         前田 太史 （M1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


